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『奈良の部落解放運動史』の来春刊行にメド 

なら人権情報センターは、前身の運動組織体だっ

た部落解放同盟時代を

含め、戦後の奈良におけ

る部落解放運動を振り返

り、今日までの運動の流

れと到達点を記録するため、出版物の発行を計画。

『奈良の部落解放運動史』として刊行することとした。 

以来、３年近くにわたって編纂作業を進めてきた。

予定していた発行時期には大幅に遅れたが、やっと

刊行のメドが付いた。来春の発刊を考えている。 

 

「運動史」と「山下さん聞き取り」の２部構成で 

『運動史』は２部構成となる。第１部は「奈良の部落

解放運動史」。つまり、「通史編」となる。第２部は「山

下力さんが語る部落解放運動」とする。 

第１部では、戦後の部落解放運動を鳥瞰。闘い続

けてきた数々の差別糾弾闘争の歩みを振り返る。 

目次は、第１章「再出発した部落解放運動」（１９４５

～５５年）。第２章「発展する部落解放運動」（１９５５～

７４年）。第３章「転機を迎えた部落解放運動」（１９７４

～９３年）。第４章「未来を展望した運動」（１９９３年～

現代）に章分け。時代に即した運動の歩みを示す。 

 

戦後からの解放運動の歩みと到達点を記録 

第２部は文字通り、山下力さんからの聞き取りをまと

める。石元清英さん（関西大学名誉教授）が聞き手と

なって、長時間にわたって聞き取りした。 

山下さんの生い立ちから、長年、解放運動を牽引し

てきた思いや、闘いの内実が語られる。 

目次は、〈１〉「解放運動以前」、〈２〉「戦後の奈良の

解放運動」、〈３〉「山下さんと解放運動」、〈４〉「奈良県

連の分裂以降」、〈５〉「失われた１０年と部落解放運動

の課題」、〈６〉「部落差別事象について」、〈７〉「糾弾

について」となる。 

 

平易な叙述を心掛け、サイズもコンパクトに 

『運動史』の編纂作業については、２０２４年秋から

会議を積み重ねてきた。当初は１部、２部を別冊にし

て刊行するとした。作業の過程で、「奈良における部

落解放運動の通史」と、「山下力さんが語る部落解放

運動」を一冊にまとめて刊行することに変更した。 

文章は平易な叙述を心掛け、書籍もコンパクトなも

のとする。Ｂ５版で、３００ページ以内に収める。 
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「いちょうの会」などの１５人が観梅し交流 

ハンセン病関西退所者原告団「いちょうの会」の回

復者らが３月１４日、「梅

まつり」最中の月ヶ瀬梅

林で梅見をした。稲葉耕

一・架け橋の会会長の呼

び掛けで実現した。 

いちょうの会の４人をはじめ、架け橋の会、大阪ハン

セン病支援センター、大阪の虹の会、尼崎市民の会

から１５人が参加。好天の日差しで梅林が輝き、梅の

花は満開模様だった。 

一行は茶屋で昼食を取りながら交歓するとともに、

「一目八景」の景勝を巡るなど、楽しい１日を過ごした。

草津の栗生楽泉園を昨年退所し大阪で暮らし始めた

１０２歳の北野貞春さんも元気一杯に散策していた。 

『運動史』編纂作業が大詰めに 
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２０２５年度の活動終了で閉講式と歓送会 

三宅町地域人権学習事業の「かいほう塾」が３月１２

日で終了。閉講式と３

年生の歓送会を行っ

た＝写真。 

生徒１５人、スタッフ

８人、仲川延也・式下中学校長、町教育委員会など、

総勢２５人が出席。スタッフを代表して松島拓海さんと、

仲川校長が、それぞれ励ましのことばを送った。 

このあと、１年生５人、２年生６人、３年生４人が輪投

げ、ボッチャ、ダーツゲームで交流。３年生の進行す

るビンゴゲームを全員が楽しみ、盛り上がった。 

 

地域の子どもの居場所づくり活動にも参加 

今年度は少し遅れて、９月からの開始に。「あそぼう

会」の小中高生との交流も実現した。中学生は１１月２

０日の「あそぼう会」の「わいわい食堂」にも参加。配膳

などを担い、夕食を共にして楽しい時間を過ごした。 

食事のあとは作業室でスタッフと学習をしたり、小学

生とカードゲームをしたり、トランプやボードゲームで

遊んだりして交流を深めていた。 

 

地域活性化への寄与が期待される卒業塾生 

ボランティアのスタッフは塾を経験したメンバーが多

く、式下中卒業生で

もあるため、現役中

学生との信頼関係

はすぐに生まれた。 

クラブ活動や担任の先生の話、昔の学校の雰囲気

や流行などで話題は尽きることなく、毎回、学習と交

流の時間があっという間に過ぎていった。 

三宅町も少子高齢化が進む。塾を卒業した中堅世

代がボランティアとして参加してくれることは、地域の

活性化と発展にもつながる。また、地域内外を問わず、

様々な活動を結んでいく要にもなり、期待がもてる。 

大槻政宏さんが部落問題交流会で問題提起 

部落問題全国交流会が３月２２日、京都市内であっ

た。事務局メンバーの大槻政宏さんが前回の論議を

受け、部落問題とマイクロアグレッション概念について

の「まとめ」を報告した。多くの資料を丹念に読み込み、

熟慮を重ねた報告内容だった。 

「概念」のプラス面としては、マイノリティ側が閉ざし

てきた思いを声に出し始めている。マジョリティ側には

自らの差別性への気づきを促している。マイノリティ側

がマジョリティ側に立つこともある、と指摘した。 

 

マイクロアグレッション概念から見えるもの 

問題点としては、解放をめざす主体形成の記述が

弱い。差別する当事者責任の言及

が主で、被差別側の主体的な取り

組みへの提示がない。両者が対話

を持続し、良い関係を築く視点が

抜けている、を挙げた。 

差別、被差別の両者の関係のあり方について、「同

和こわい考」（写真）と、「同和こわい考を読む」を取り

上げ、差別に真摯に向き合う差別・被差別者の声を

丹念に整理し、説明した。 

また、藤田敬一さんの関係総体の止揚に向けた共

同の営みを成り立たせるための必須要点も紹介した。 

 

白熱した議論こそが「佳き日」への一歩に 

討論では、①概念に対する批判を通じて差別問題

とは何かという問いに迫ることができた②小さいころか

ら差別する側の言辞言動を見てきた。差別者の側か

らもカミングアウトすることが必要ではないか③最首悟

さんの二者性で人間観や差別をどう掴むのかを考え

てきたなど、出席者で活発に語り合った。 

考えに相違があっても、「その辺がようわからへん」

と言いながら、相手の話に真摯に耳を傾ける。この営

みこそが一人ひとりの「佳き日」への一歩だと感じた。 

かいほう塾で半年間、学習・交流 

 

 

差別・被差別の関係を考える 
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第２２回ハンセン病問題講演会を大阪で開催 

第２２回大阪ハンセン病問題講演会が２月２１日、

大阪・阿倍野区民センター

であった。テーマは「ハンセ

ン病家族のいま、家族の思

い、家族への思いを語る」。 

 

青木美憲・園長が講演で誤った認識を正す 

青木美憲・邑久光明園園長が「ハンセン病問題の

基礎」と題して講演。ハンセン病は「恐ろしい伝染病。

治らない病気」「強制隔離のおかげで患者は救われ

た。患者数が減少した」という認識は誤りだ。病原力が

弱く、命を奪う病気ではない。 

患者数は自然に減少し、隔離の必要がないことは

当時から明らか。ハンセン病患者を「国の恥」とする隔

離収容―絶滅政策が８９年間も継続されたことは誤り

だった、と明快に語った。 

 

回復者らが家族の思い、家族への思いを語る 

アナウンサーの竹中萌奈さんが回復者の本山美恵

子さん、成相鏞（ソンサンヨ

ン）さん、近藤宏一さんの

短歌、詩を朗読したあと、

シンポジウムに移った。 

「１９０番」さんは、学校での差別や、愛犬を木に吊

るされ、放火されるという酷い仕打ちを経験。患者の

父と結婚した母は親兄弟、親戚から排除された。国の

誤った政策で人生を引き裂かれたと訴えた。 

Ｎさんは家族訴訟原告の母や、「語り部」として活躍

する祖父の差別と向き合う姿を見て、自身も多くの人

に知ってもらう啓発活動を担っていきたいと話した。 

福山さんは、療養所入所から退所し大阪で生活す

る経過や、国賠訴訟原告としての経験を語り、孫が大

きくなった頃にはハンセン病だったことを抵抗なく話せ

る社会になって欲しいと語った。 

ＲＡＷＡと連帯する会が「アートコース」のお話 

ＲＡＷＡと連帯する会が２月２５日、ドーンセンター

でアフガニスタン

子どもの絵画展と

お話会を催した

＝写真。 

アフガニスタンは２０２１年の政変によってターリバ

ーンが支配するようになり、多くの難民が国外に脱出

した。その理由の１つには、７年生（国は１２年制を採

用）以上の女子は登校を禁じられることにある。 

連帯する会は３年前に「アートコース」をつくった。

同会が支援するＮＧＯのＨＡＷＣＡ（女性と子どもたち

への人道支援）が運営する「秘密のクラス」でもある。 

 

清末愛砂さんの報告に会場が感動に包まれる 

報告会は子どもたちの多くの絵を展示した会場で

あった。前田朗さん（朝鮮大学校講

師）が作品（写真）を紹介。共同代表

の清末愛砂さんが２０２５年に訪問し

たアフガニスタンでの「アートコース」

に通う子どもたちの様子や、教えて

いる先生との出会いについて感動的な話をした。先

生と生徒から届いたメールも紹介した。 

 

先生と生徒からの就学を禁じられた心の叫び 

【先生】厳しい状況下ゆえに、絵の授業中、闘いの

最中にあるように感じる。自由への闘

い、知と学びへの闘い、互いを受け

入れるための闘い、女性というアイデ

ンティティへの闘いを進めたい。 

【生徒Ａ】絵を習ったことがありませ

ん。初めての経験。恐怖と興奮がまじりあった体験。 

【生徒Ｂ】ターリバーンがやってきたのは８年生の歴

史のテストの日。私の未来が突如として消された。私

たちは恐怖に晒され、学校から追い出された。 

アフガニスタン子どもの絵画展 家族が受けた差別や思い学ぶ 
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三宅町で映画「ＯＫＡは手ぶらでやってくる」を 

サンタピアップは２月２８日、三宅町のあざさ苑で映

画「ОＫＡは手ぶらでやって

くる」の上映会を催した。午

前と午後の２回上映に２００

人近くが参加してくれた。 

サンタピアップとは、カン

ボジア・ポイペト周辺の村の就学支援を中心に活動す

るＮＰＯ法人。カンボジア語で「平和」を意味する。 

代表の古川沙樹と私がカンボジア・ポイペトを訪れ

て２０年。学生のころ、カンボジアを訪れ、その後の活

動のきっかけとなったのは「カンボジア子どもの家」創

始者ОKＡこと栗本英世さんとの出会いだった。 

 

栗本さんの半生を追ったドキュメンタリー映画 

原点は「カンボジア子どもの家」で過ごした日々に

ある。今、思い返しても、やはり栗本さんの言葉にある

種の衝撃を受けたことに間違いない。 

栗本さんの半生を追ったドキュメンタリー映画「ОK

Ａ…」が完成し、この映画を多くの方に見てほしいとの

思いで上映会を企画した。古川の地元三宅町で催せ

た意義は大きい。協力いただいた「喫茶みそらや」さ

んや、スタッフの方々に感謝の気持ちで一杯だ。 

映画では世界の厳しい現実や、栗本さんがいかに

苦悩していたか。栗本さん亡き後のカンボジアの様子

も描かれており、会場からはすすり泣く声も聞こえた。 

 

牧田敬祐・監督らが撮影時の秘話などを語る 

上映後は牧田敬祐・監督と古川とのトークショー。２

人は映画では撮り切れ

ない栗本さんの裏話

や、撮影秘話を軽快な

トークで披露した。想定

した３０分では足らず、会場から大きな笑いを誘った。 

映画を鑑賞した方々はたくさんの感想を寄せてくれ

た。「あんな良い映画なのに、こんな簡素な環境で上

映するなんて」との叱咤には、申し訳なささとともに、

嬉しさがこみ上げてきた。 

栗本さんのニックネーム「ОKＡ」はカンボジア語で

「チャンス」を意味する。ОKＡはお金や物や、承認欲

求を持たず、まさに手ぶらでカンボジアをはじめとして

東南アジア諸国を旅して回った。そして、数々の「チャ

ンス」をもたらしてきた。 

この映画がもたらす「チャンス」はあると信じる。今回、

映画上映、カンボジアフード・ドリンク、アクセサリーや

雑貨販売など、サンタピアップ主催としては１０年ぶり

のイベントだった。たくさんの支えに感謝する１日とな

った。       （サンタピアップ副代表・中尾将也） 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

国連安全保障理事会がイランの報復攻撃は国

際法違反だと議決した。米国とイスラエルの先制

奇襲攻撃は不問にしたままでだ。だとすれば、ロ

シアは悪くない。ウクライナが悪いということにもな

る。何とも逆転した発想ではないか。言うなれば、

加害者ではなく、被害者を批判しているのだ。先

だっても首相の「台湾有事」答弁に対して、批判

の矛先が質問した野党議員に殺到した。女性が

性暴力被害に遭っても、そんな場所に行ったこと

とか、そんな格好をしていたのが悪いとの声が挙

がる。色んな被害者への誹謗中傷も数多い。真っ

当な批判、抗議、追及に対しても、意地悪、嫌が

らせ、妨害だとすり替える。弱者叩きが蔓延する

おぞましい強者ファースト社会にしてはならない。 

栗本英世さんを偲び上映会 

 


